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第1章緒
　BaUistocardiographyは心臓の搏動並びにそれに伴

う心臓からの血液の駆出，血管内の血液の通過に関聯

して身体に伝えられる運動を時閥の経過と共にグラフ

に表わす方法であって心電計が心臓活動に伴う電気的

現象を記録するのに対し本法は純機械的現象を記録す

るものである．この心臓の搏動によって惹起せられる

身体の運動を記録することは既に1877年にGordon9）

により体重計の針の動揺が心臓の搏動に一致して動く

こどよりヒントを得て報告されているが，その後僅か

看こ　Landois　14）（1887），　B：enderson　12）（1905），　H：eald，

Tucker　11）（1922），　Augenheister，　Lau　3）（1928）及び

Abramson　1）（1933）が独自の方法でこの運動を記録

しその振幅の大いさが心搏出量や呼吸運動に関係があ

ることを暗示したにすぎなかった．然るにStarr　34）

（1939）が彼の装置を使用して人体並びにtableで構成

される振動系の物理学的特性を研究し，それから得た

記録に対して始めてBa11istocardiogram（以下B．C．

G・と略記）なる名称を与え，BC．G．の産成に関与す

論

る多くの生理学的現象を考察しB・C・G．が心臓の血

液を駆出する様相と関係深いことを観察し，又心搏出

量を算定する公式をつくり更にその装置をつかって広

範な臨床的研究を行った37）38＞．その後tableの振動

特性及び記録方向の研究の進歩と共にStarr，　Rawson

35）（1941）は　Vertical　Ballistocardiograph　を，

Wilkins　40）（1943）はTilting　Ballistocardiograph

を，Nickerson　22）（1944）はLow　frequellcy　critically

damped　tableを，　Braunstein　4）（1950）は二方向同時

記録装置を，Scarborough　29）（1950）は多方向記録装

置を，Reisman　23）（1953）はTorsion　Ba11istocar・

diographをそれぞれ考案した．しかしこれらの装置

は膨大且つ高価であって日常臨床に使用するには極め

て不便であるのでDock　7）（1949）は磁石とコイルと

よりなる簡単なPortable　typeの装置を考案した．

而して本装置により得られた波形はStarrの装置より

得られた波形と略ヒ同一であるので最近最も多く臨床

に応用されるに至り，波形異常により心機能を判定す
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る手段として重要視されるに至った．一方振動波の成

因については未だ定説はないがBrown　6＞，　Dock　8），

Hamilton　lo）Nickerson　23）等の説があり，又かかる波

形の異常所見に関してStarr　35）及びPordy　24）は（1）

顕著なH波，“early　M　type”，（2）1波の著しい振幅

の減少或いは欠如，（低く，丸い」波及び深いK：波を

伴う；場合，“1ate　down　stroke　type”），（3）1，　J，　K波

のNotching，（J波の後期性の深い：Notching，“1ate

Mtype”），（4）深く，幅の広いK波，又はK波の欠

如，（5）顕著なL波以下の拡張期波，（6）低振幅又

は識別し難い波形を伴った全く奇妙な波形，（7）普

通安静呼吸における波形は吸気と呼気におけるものを

比べて質的に同一であり，又量的（振幅の大いさ）に

は吸気に際し，心搏出量が増加するのと関聯して振幅

に多少の変動がみられる．しかしこの安静呼吸の場合

の量的変動が著明な時，又質的に甚だしい変化の認め

られる時等を異常波形としている．而して彼等の報告

を判定基準とするにしても波形の振幅の大小，持続蒔

間を論ずる際には健康入におけるこれらの値と比較し

て論ぜねばならぬことは論を侯たない．而して健康人

のこれらの値についての諸家の報告をみるに呼吸変動

に関してはAnderson　2），　Bfown　5），　Scarborough　30）等

の報告，波形の振幅及び持続時間に関してはJones

13），Scarborough　30），　Smith　33）等の報告があるが日

常臨床に最：も多く使用されている簡易型B．GG。につ

いてはAnderson　2），　Smith　33），難波20）の他未だ詳細

な報告に接していない．又同装置の較正法についても

本邦においては未だ適当な方法が報告されておらない

現況にある．よって余はこれらの点について検討を加

えた．

第2章　実　験　方　法

　使用したBallistocardiographは：H・Mandelbaum

15）により改良された速度型BallistocardiograPh（福

田エレクトロ製作株式会社製）である．被検者を水平の

木製床の寝台上に仰臥位をとらしめ，両側脛骨上に磁

石を有する横木を置き又両脚間にコイルを置き両者の

間隔を3mmとした．この磁石とコイルによる身体縦

軸上の運動を心電計で増幅記録した．心電計は1mv／

1cmに規正した．使用した心電計は4要素記録器で

B．C．　G．，心電図の第1誘導，呼吸波を同時に記録した．

被検者は生来健康な7歳から63歳迄の男女で，打聴

診，血圧，X線，心電図等に何らの所見を認めない

214例を選んだ．被検者の内容は40歳以上63歳迄（以

下40歳群と記す）の男女各10例，19歳以上39歳迄（以

下19歳群と記す）の男女各25例，16歳以上18歳迄（以

下16歳群と記す）の男女各21例，13歳以上15歳迄（以

下13歳群と記す）の男女各20例，10歳以上12歳迄（以

下10歳群と記す）の男女各18例，7歳以上9歳迄（以

下7歳群と記す）の男女各13例である．実験に際して

は先ず安静呼吸時のB・C・G・，心電図，呼吸波を同時

に記録し，次に深吸気及び深呼気で10～15秒間呼吸を

停止せしめた場合を記録し，引続いて較正法を行っ

た．以上を終了後運動負荷試験としてMaster　18）の単

一二階段試験及び二重二階無試験を実施し，直後に前

回と同様の方法でB・C・G・と心電図を同時に記録し

た．計測にあたっては記録せし波形を5倍に拡大し，

HI，　IJ，　JK：脚の振幅を曲線の上縁において数回測定

してその平均を採り，。振子による振れの振幅／IJ，呼気

時1J／吸気時IJの百分率，　HIIIJの百分率．　JK／IJ

の百分率を求め，同時に心電図のQTとQを起点と

したB・GG・のH，1，J，K各波の頂点迄の時閥との百

分率を求め，ユ9歳群と各年齢座間及び男女間の比較を

行った．なお本研究における推計はすべて5％の危険

率で行った．

第3章　実験成績及び考按

　先ず波形の定性的解析を試みるに214例中212例は

安静呼吸時，深吸気時，深吸気時，単一及び二重二階

段試験後に得られた波形は何れも正常であったが，40

歳群の女子で安静呼吸時，深吸気時及び深呼気時に低

振幅で浅い1波及び幅広くNotchingを有するK波を

認め，且つ単一及び二重二階段試験後には更にHIJ

波の融合，1波の消失を認めたものが1例あり，又7

歳畑中の男子で安静呼吸時，深吸気時及び深呼気時に

浅い1波，愚なるL波を認め，且つ単一及び二重二階

段試験後に振幅の不規則，浅い1波，深い：K波及び高

いL波を認めたものが1例あった．（附図第1図及び

第2図a，b参照）なお以上の2例は統計から除外し
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た．

　　　　　　第1項基線及び較正法

　B．C．　G．では基線を引くことの困難iな場合が多い．

而してStarr　39）等は基線は記録のNaturallineで脈

搏数が充分遅い場合にほ拡張期末期の部分の記録に一

致する水平線である．而して心搏数が多い場合には基

線は拡張期末期の振れによって形成される面積を上下

の等しい部分に別つような水平線を設定することによ

り大体定めることが出来ると述べている．余の経験せ

し214例中16工例（75．2％）はこの方法により大凡そ

の基線を定め得たが53例（24．8％）は不可能であった・

不可能な例の多くのものは被検者が頻脈の傾向を示し

た例であった．

　又通常1J振幅が心搏出量或いは心力に関係を有す

るのでIJ振幅は種々の定量的解析，呼吸性変動の程

度を知るために利用されている．しかし異なれる速度

型Ballistocardiographを使用する場合は勿論のこと，

向一装置でもPick¶pの性能や磁石とコイルとの相

対的位置が異なる場合や被検者の体重，組織の弾力性

等が異なれる場合等では得られた波形の振幅をそのま

ま比較検討することは意味が少ない．従って較正法が

必要とされる．然るに速度型BaUistocardiographの

Pick－upの較正法としてはSmith　32）及び笹本27）等

の方法をあげることが出来るが，このような較正法は

笹本28）が述べている如くStatic　calibrationとも称

すべきものであって心牧縮機能について直接定量的に

評価するものではない．即ち，米山41）が述べている

如く速度型BaHistocardiograph　lご用いられるこれら

の方法も入体そのものの振動特性が当然考慮されねば

ならない．従って本法の較正はPick－upに対して行

われると同時に入体に対しても行われる必要がある．

この両者を満足するものにDock　7）及びその改良法た

るReeves　25）の法がある．かかる較正法について本邦

では未だ詳細な報告がなされておらない．ここにおい

て余はReevesの装置を附図第3図の如く改良して使

用した．即ち，軟式野球ボールに砂をつめ重量3009

とし，直径砥吋，長さ16吋の真鍮棒に固定し，水平位

迄自由に動かすことの出来るものとした．実施に際し

ては木製床の寝台上に安静に仰臥している被検者の

頭頂部の皮膚にボールが軽くふれるように垂直に置

き，次いでボールを垂直位に対し30度の位置に保ち，

fecorderを走らせB・qGを記録しつつ拡張期後期

にボールを放って頭頂部に打撃を与え，かかる打撃に

より生ずる振れを数回記録してrecordefを止める．

（附図第4図参照）二上の如くして得られた振子によ

る振れの振幅とIJ振幅の比，即ち，振子による振れ

の振幅／！」　を求あた．かくの如くして得られた成

績は第1表に示す如くである．即ち，男女の平均値を

第1表　較　　正　　値

群

40

歳

19

歳

16

．歳

13

歳

10

歳

7

歳

性

δ

♀

3
♀

δ

♀

δ

♀

ε

♀

δ

♀

残心

10

9

25

25

21

21

20

20

18

18

12

13

平均値

3．49

3．59

3．14

3．21

信　頼　限界

3．70；≧m≧3．28

3．79≧m≧3。39

3．33≧m≧2．95

3．37≧m≧3．05

3．16　　3．37≧m≧2．95

3・・9［3・41≧m≧2・98

3．20

3．27

3．23

3．30

3．25

3．33

3．40≧m≧3．00

3．51≧m≧3．03

3．42；≧血≧3．04

3．53≧m≧3．07

3．50≧m≧3．00

3．59≧m≧3．07

棄却限界

4．19～2．79

4．22～2．96

4．11～2。17

4．02～2．40

4．05～2．27

4。22～2．16

4．12～2．28

4．37～2．17

4．ユ5～2．31

4．30～2．30

4．15～2．35

4．34～2．32

不偏分散

推定量

0．08

0．07

0．21

0．15

0．17

0．23

0．18

0．26

0．14

0．21

0．15

0．31

比較するにすべての群において有意の差は認められな

かった．又19歳群と40歳群との平均値を比較するに男

女共後者の平均値が前者のそれより大であった．しか

しユ9語群と16歳，13歳，10歳及び7歳の各群との平均
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値を比較すると男女共有意の差が認められなかった．

　なお振子によって較正曲線を記録する際，B．　C・G・

の牧縮期波と較正曲線が重複する場合には振幅に可成

りの歪が生ずると考えられる．従って測定の際には牧

縮期波と重複した較正曲線は除外すべきものと考えら

れる・又Scarborough　30）の：H：igh　ffequency　tableを

使用して得た成績によればIJ振幅は年齢と共に小と

なり，Reeves　25）も亦若年健康入群と老年健康人群と

の　振子による振れの振幅／IJ　が老入では大とな

る成績を得ているが，余の成績でも40歳群の平均値が

男女共19歳群の平均値より大なる成績が得られた．こ

れらの成績は年齢による心力或いは心搏出量の相違が

影響するためと考えられる．

　　　　　　第2項呼　吸　変動

　呼吸がB・C・G・の振幅に及ぼす影響については

Heald，　Tucker11）により既にユ922年に報告されている

が少なくとも次の3つの機転が考えられている．即

ち，呼吸により横隔膜の高さが変るために心軸が変化

すること．呼吸により胸腔内圧が変化すること．肺の

弾力性並びに肺内循環の変化を来たすこと等である．

これらの機転が組合されてB・C・G．の呼吸性変動を

生ずることが多いとされている6）8榔）．通常B．GG．

では吸気中は呼気中より大なるIJ振幅を示すが，こ

のことは呼気においては胸腔内圧が増加するために右

心房への血液還流を妨げ，肺から左心房への血液還流

を増大するために左心室の溢出量が増大し，これに反

して右心室の搏出量は減少し，吸気においてはこれら

の関係は相反する．而して右心幅出量の変動が左心搏

出量の変動より大なるために全搏出量は吸気に増大し

呼気で減少するとのSchuler　31）の説より，　Brown　o）・

Dock　8）はIJ振幅は全搏出量に比例して生ずるもの

である故に全心出量と同様に吸気にて増大するもので

あると説明している．従って冠動脈疾患では左心室筋

肉の機能低下，肺血流の減少等により，高血圧症では

左心室筋肉の機能低下により，又肺気腫においては心

軸の変化，胸腔内圧変動の増大，肺血流の減少等によ

り呼吸変動が増大し，大動脈弁閉鎖不全症では大動脈

から左心室へめ血液逆流のため呼吸変動が減少する

ξ｝）8）28）．而して呼吸変動の大いさを臨床的に簡便に

表わす手段として，Brown　6）はR．　V4（Respiratory

Variation　lndex）即ち，　R．　V・1・（cc／m2）＝・

吸気時分時晶出量：（CC）一呼気時分時搏出量（CC）

　　　　　　　体表面積（m2）
　，Rsv（Ratio　of　stroke　volume）即ち，　Rsv（％）

一二：笠1・…及びR・（R・・i・・f・mpli・・d・）即ち・

R・（％）一｝｝醤・…を用・・て・・る力槻在では

Raは算定が容易であるのみでなく病的波形にも応用

第2表　　Ra

群

40

歳

19

歳

16

歳

13

歳

10

歳

7

毒

性

6
♀

6
♀

8
♀

3
♀

3
♀

ε

♀

例　数

10

9

25

25

21

21

20

20

18

18

12

13

平均値

73．4

76．3

75．7

78．9

75．5

78．5

76．2

76．9

76．2

77．1

77．2

80．2

信　頼限界

78．6≧m≧68．2

81．9≧m≧70．7

78．9≧m≧72．5

82．0≧m≧75．8

78．5≧m≧72．5

81．6≧m；≧75．4

79．7；≧m⊇≧72．7

80．9≧m≧72．9

79．2≧rn；≧73．2

80．3≧m；≧73．9

81．3≧m；≧73．1

84．1≧m≧76．3

棄却限界

90．6～56．2

94．0～58．6

91．9～59．7

94．6～63．2

89．5～61．5

93．0～64．0

92．2～60．2

95．2～58．6

89．3～63．1

91．0～63．2

92．0～62．4

94．8～65．6

不偏分散

推定量

53．2

55．1

52．2

54．7

40．9

46．2

50．4

59．5

36．4

40．9

49．1

29．9

出来る上簡易型B・G（｝にも応用出来る利点を有する

ので最も多く使用されている．しかし簡易型B・C・（弘

についてはAnderson　2）の報告を除いては他に詳細な

報告には接していない．かかるが故に余はRaを用い
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て呼吸性変動を検した．B・C・G・はすべて安静呼吸時

に記録せしものであって，Raは各呼吸週期中の吸気

時最大振幅及び呼気時最小振幅を3週期について測定

してその平均値を計算しRaを求めた．その成績は第

2表に示す如くである．

　即ち，男女の平均値を比較するにすべての群におい

て有意の差を認めず，又19歳群とその他の各群との平

均値においては男女共有意の差を認めなかった．

　Anderson　2）は速度型Ballistocardiogfaphを使用
し十日がα5以下を示した際は病的であるといい，

又Scafborough3。〉はStarr型のHigh　frequency　table

を使用して呼吸変動は年齢に比例して増加するもので

あると報告しているが，余の成績ではAndersonの値一

に比べて梢ヒ高く，又40歳群の平均値は19歳群の平均

値に比して小なる傾向が認められたが推計学上では有

意の差は認められなかった．なお吸気時IJ振幅が呼

気時IJ振幅より大なるは，基線の引き得たる161例

について検するに第3表の如く1波及びJ波共に吸気

時に大となる傾向が認められた．1波の大となる理由

は吸気時に心臓が垂直に近づくと足方向への跳ね返り

成分が増大し，又駆出血液の全量が吸気時に多くなる

という2つの機転による28）ものと推定せられる．又J

波が大となるのは恐らく上述の如く吸気時に心臓の1

回導出量が増大することに関聯を有する28）のではない

かと考えられるのである．

第3表　吸気による各波高の増減

　　減　少
性応％

　　tδ

H波 瘁

1波
3

♀

42i
．一＿＿， S5．3

31i

1

2i
エ．8

増力■不変

例数　％

J波

K波

δ

♀

8

♀

36｝

　．137．9
25i

85i
一一一．＿ F93．9
65i

oi

0

　88i
O一一＿．198．2

　70i

2i
＿一＿：　3．6

4i

83

63
91．0

例数i％

11

16’
16．8

3i

4i
4．3

1

2i
1．8

4i

5i
5．4

　　　　　　第3項　波　　高　　比

　B・GG♂の牧縮期波形群である，H，1，J，K各波に

ついて振幅を観察する場合，各波頂の高さ或いは深さ

を測定するのが理想的であるが，基線を引くことが困

難であるため，通常HI，IJ，　JK脚の垂直距離を以

て振幅を測定することとしている．通常臨床に応用さ

れるのはHI／IJ及びJK／IJである．而してHI／IJ

については既にSmith　33）が速度型Ballistocardio・

graphを使用して30歳から40歳迄の健康入50例ではこ

の比は53％であり，冠疾患々者では79％であったと報

告し，難波20）21）も速度型Ballistocardiographを使

用し20歳の健康男子60名について実験しこの比が40％

であり，冠不全，心臓神経症では大なる傾向を示すと

述べている．JKI／I　JについてはScarborough　30）は

High　frequency　tableを使用して老入群ではこの比

は大なりと述べ，Smith　33）は彼の装置で健康入では

118％，冠疾患々者では115％であったと報告し，又

一方難波20）は健康人でのこの比は123％であると述べ

ている．かくの如くこれらの比に関する諸家の報告は

数多認められるも，Scarborough　30）の成績に示される

が如く，これらの比は年齢による影響が認められると

推定されるにも拘わらず未だ詳細な報告はなく，又運

動負荷試験の影響についても同様詳しく報告されてい

ない．ここにおいて余はこれらの点について検討し

た．

　a）H1／IJx100

　各群の平均値についての成績は第4表に示す如くで

ある．即ち，男女の安静呼吸時平均値を比較すると何

れの群においても有意の差は認められなかった．又19

歳群とその他の各群との安静呼吸時平均値を比較ずる

に男女共有意の差は認められなかった，なお同一個入

での安静呼吸時値と深吸気時，深呼気時，単一及び二

重二階段試験後値との差についての平均値は第5表に

示す如くである．即ち，安静呼吸時値と深吸気時値，

深呼気時値との間には何れの群においても男女共有意

の差は認められなかった。安静呼吸時値と単一及び二

重二階段試験後値との間には40歳群と⊥9歳群において

は男女共有意の差は認あざるも，16歳，13歳，10歳及

び7歳の各群においては男女共有意の差を認め，これ

らの群では二階段試験後転が小であった．

　b）　JK：／IJ　×100

　各群の平均値についての成績は第6表に示す如くで

ある．即ち．，男女の安静呼吸時平均値を比較するに19

歳群及び16歳群においては女子の平均値が大であった

がその他の各群においては有意の差は認められなかっ

た．19歳群と40歳群との安静呼吸時平均値を比較する

に男女共後者の平均値が大なる値を示し，19歳群と10
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歳群及び7歳群との安静呼吸時平均値を比較するに男

女共後者の各群の平均値が小であった．又13歳群及び

16歳群の安静呼吸時平均値とを比較するに男女共有意

の差は認められなかった．なお同一個入での安静呼吸

時値と深吸気時，深呼気時，単一及び二重二階段試験

後値との差についての平均値は第7表に示す如く，安

静呼吸時値と深吸気時値，深呼気時値との間には何れ

の群においても男女共有意の差が認められなかった．

安静呼吸時値と単一及び二重二階段試験後値との間に

はすべての群において男女共有意の差を認め，二階段

試験後値が大であった，

　以上の成績を通覧するにHI／IJx100の値が16歳，

13歳，10歳及び7歳の各群においては安静呼吸時値よ

り二階段試験後値が小なる（40歳群及び19歳群におい

ても同様の傾向を認めた）は基線の引き得たる161例

について観察するに1波及びJ波が共に大なる傾向が

認められし結果であり，又JKIIJxlooの値につい

て男女の安静呼吸時平均値を比較するに19歳群及び16

歳群では女子が大であり，19歳群と40歳群との安静呼

吸時平均値を比較するに後者が大であった．これらは

何れもScarborough　30）の成績の如く女子及び老年者

の1波及び」波の振幅が男子及び若年者のそれらに比

して小なる傾向を有した結果であろう．又MandeL

baum　17）は運動負荷試験後IJは30％，　J　Kは40％の

増大を認めたと報告している．余の成績においてもす

べての群において男女共単一及び二重二階段試験後大

なる値が認められたるは1波及びJ波が共に増大する

もそれよりも：K波が深くなる傾向が認められしためで

あった．これらの成績は女子及び老年者の心力或は導

出量が男子及び若年者のそれより小なるたあや，運動

による搏出量の増量等に基因するものではなかるうか

と考えられる．なお19歳群の安静呼吸時平均値より10

歳群及び7歳群のそれが小なるはK波の浅い傾向が認

められたためであって恐らく末梢抵抗の影響によるも

のと考えられるのである．

　　　　　　第4項　時　　間　　比

　B・C・G・の時間的関係は通常心電図のP或いはQと

B・（》G・のH，】，J及びK波頂との時間的間隔を測定

するか或いはB・C・（弘の以上各波の持続時間を測定し

ている．健康入のこれらの値についてはScarborough

30）の：High　frequency　tableを使用しての成績，

Dock　8）及びSmith　33）の速度型Ballistocardiograph

を使用しての成績等の報告がある．而してSmith　33）

は冠疾患々者においてはこれらの時間は延長の傾向を

示すと報告し，Jones13＞及びMandelbaum　16）は高血

圧症においては却って短縮すると報告している．しか

し一方Scarborough　60）はB・C．　G・の持続時間は年

齢，性，脈搏数及び体型に影響されると述べている．

よって余は各年齢群についてQ－H，Q・1，　Q－J及び

Q－K時間と身長との相関々係を追求せるに第8表の

如く何れの群においても男女共相関々係を認めること

が出来なかった，なお第5図a，bは19歳群の男女の

身長とQ－H（男子Y誤0．11，女子Y＝0．05），Q－1（男

子γ二〇・30，女子Y＝0。04），Q－J（男子γ一〇．22，女子

Y－0．12）及びQ－K時間（男子Y－0．24，女子Y＝

0・09）との関係を示したものである．又心電図のQT

との相関々係を求むるに第9表の如くすべての群にお

いて男女共著明な正の相関4係が認められた．なお第

6図a，bは19歳群の男女のQTとQ－H（男子γ一
〇．84，女子Y－0．74），Q－1（男子Y－0・84，女子Y＝0・7

第8表身長とQ－H，Q－1，Q－J，Q－K：時間との相関係数

身長とQ－H時間との相関

身長とQ－1時間との相関

身長とQづ時間との相関

身長とQ－K時間との相関

性

ε

♀

8
♀

8

♀

♂

♀

40歳群

0．ユ0

0．10

0．22

0．15

0．29

0．30

0．29

0．25

19歳群

0．11

0．05

0．30

0．04

0．22

0．12

0．24

0．09

16歳群

0．16

0．10

0．30

0．11

0，29

0．28

0．26

0．29

13歳群

0．09

0．03

0．29

0．08

0．20

0．19

0．18

0．11

10歳群

0．22

0．08

0．35

0．12

0．19

0．31

0．25

0．19

7歳群

0．08

0．09

0．12

0．12

0．20

0．22

0．19

0．18
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　　　　第5図　　b　　（19歳群女子）

身長とQ－H，Q－1，　Q一∫，　Q－K時間との相関々係
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Q－」時間
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第9表QTとQ－H，　Qイ，　Q－J，　Q－K時間との相関係数

QTとQ－H時間との相関

QTとQ－1時間との相関

QTとQ－J時間との相関

QTとQ－K時間との相関

性

3

♀

3

♀

♂

♀

δ

♀

40歳群

0．86

0．76

0．87

0．72

0．89

0．87

0．90

0．88

19歳群

0．84

0．74

0．84

0．75

0．88

0．84

0．91

0．89

16歳群

0．85

0．78

0．86

0．74

0．87

0．87

0．92

0．88

13歳群

0．82

0．76

0．83

0．73

0．85

0．88

0．90

0．89

10歳群

0．79

0．79

0．80

0．84

0．83

0．86

0．85

0．92

7歳群

0．82

0．75

0．81

0．74

0β4

0．90

0．89

0．90

第10表　脈搏数とQ－H，Q－1，　Q－J，　Q－K時間との相関係数

脈搏数とQ－H時間との相
関

脈搏数と
関

Q－1時間との相

脈搏数と
関

Q－J時間との相

脈搏数とQ－K時間との相
関

性

6

♀

40歳六

一〇．52

－0．59

εト・・6・

♀卜・・6・

8

♀

3

♀

一〇．63

－0．66

一〇．64

－0．67

19歳群

一〇．45

＿0．43

一〇．53

－0．48

一〇．51

－0．50

一〇．58

－0．56

16歳六

一〇．44

－0．43

一〇．49

－0．45

13歳群

一〇．44

－0．44

一〇．44

－0．45

一〇．56ト0．49

一・・48ト・・49

一〇．59

－0．50

一〇．52

－0．54

10歳群

＿0．46

－0．46

＿0．50

－0．50

＿0．49

－0．46

一〇．56

－0．53

7歳群

一〇．57

－0．54

一〇．58

－0。55

一〇．59

－0．60

一〇．61

－0．58

5），Q－J（男子Y＝0・88，女子Y－0・84）及びQ－K時

間（男子Y二〇・91，女子Y－0・89）との関係を示したも

のである．而して脈搏数との相関々係は第10表の如く

何れの群においても男女共負の相関々係を認めるも

QTとの相関々係程著明ではなかった．

　以上の成績よりQTとQ－H，　Q－1，　Q－J及びQ－K

時間との比は健康入においては一定の範囲内にあると

考えられる．よってこれらの比の百分率を求め次の如
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Q－H時間
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　　第6図　　a　　（19歳群男子）

QTとQ－H，　Q－1，　Q－」，　Q－K：時間との相関々係
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　　　　第6図　　b　　（19歳群女子）
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Q－」時間

（秒）
Q－K時閻
　（秒）

0．30

025
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　　　　　　■　　＝
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き成績を得た．

　a）Q－HIQ　T×100

　半群の平均値についての成績は第11表に示す如くで

ある．即ち，男女の安静呼吸時平均値を比較するに何

れの群においても有意の差は認められなかった．19歳

群とその他の各階との安静呼吸時平均値を比較するに

男女共有意の差を認あることが出来なかった．なお同

一個人での安静呼吸時値と深吸気時，深呼気時，単一

及び二重二階段試験後値との差についての平均値は第

12表に示す如くである．而して何れの群においても男

女共有意の差は認められなかった．

　b）Q－1／QT×100

　半群の平均値についての成績は第13表に示す如くで

ある．即ち，男女の安静呼吸時平均値を比較するに何

れの群においても有意の差は認められなかった．19歳

群と40歳群との安静呼吸時平均値を比較するに男女共

後者の平均値が小であったが，19歳群と16歳，13歳，

10歳及び7歳の各群との安静呼吸時平均値においては

男女共有意の差を認めることが出来なかった．なお同

一個入での安静呼吸時値と深吸気時，深呼気時，単一

及び二重二階段試験後値との差についての平均値は第

14表に示す如くである．而して何れの群においても男

女共有意の差は認められなかった．

　c）Q－J／QT×100

　各群の平均値についての成績は第15表に示す如くで

ある．即ち，男女の安静呼吸時平均値を比較するに何

れの群においても有意の差は認められなかった．19歳

群と40歳群との安静呼吸時平均値を比較するに男女共

後者の平均値が小であったが，19歳群と16歳，13歳，

10歳及び7歳の各論との安静呼吸時平均値を比較する

に男女共後者の各群の平均値が前者のそれに比し大で

あった．なお同一個入での安静呼吸時値と深吸気時，

深呼気時，単一及び二重二階段試験後値との差につい

ての平均値は第16表に示す如くである．即ち，安静呼

吸時値と深吸気時値，深呼気時値との間には何れの群

においても男女共有意の差を認めることが出来なかっ

た．安静呼吸時値と単一及び二重二階段試験後値との

間には40歳群と19半群においては男女共有意の差は認

あられなかったが，16歳，13歳，10歳及び7歳の各駅

にては男女共有意の差を認め，二階段試験後値が小で

あった．

　d）Q一：K／QTx100

　各群の平均値についての成績は第17表に示す如くで

ある．即ち，男女の安静呼吸時平均値を比較するにす

べての群において有意の差は認められなかった．19歳

群と40歳群の安静呼吸時平均値を比較するに男女共後

者の平均値が小であり，19歳群と16歳，13歳，10歳及

び7歳の各群との安静呼吸時平均値を比較するに男女

共後者の各群の平均値が前者のそれに比し大であっ

た．なお同一個入での安静呼吸時値と深吸気時，深呼

気時，単一及び二重二階段試験後値との差についての

平均値は第18表に示す如くである．即ち，安静呼吸時

値と深吸気時値，深呼気時値との間には何れの群にお

いても男女共有意の差は認められなかった．安静呼吸

時値と単一及び二重二階段試験後値との間には40歳群

及び工9歳群においては男女共有意の差は認められなか

ったが，16歳，13歳，10歳及び7歳の各群においては

男女共有意の差を認め，二階段試験後値が小であっ

た．

　以上の成績を通覧するに松岡19）は速度型Ballisto・
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cardiographを使用してH：一K時間或いはR－K時間

と身長との相関々係は認められなかったと報告し，

Dock　8）は：K波は心電図のT波の終りに晦一致する

と報告している．余の成績においてもQ－H，Q－1，　Q－」

及びQ－K時間と身長との相関々係は認められざるも

QTとの間には著明な正の相関々係が認められた．な

お脈搏数との間にも負の相関々係が認められた．又

Scarborough　30）は老年者のB・GG．の持続時間は若

年者より短縮していると報告しているが，余の成績に

おいてもQ－1／QT　x　loo，　Q－JIQT　x　loo及びQrKIQ

T×100の値が19歳群より40歳群の安静呼吸時平均値

が小さく，更に16歳，13歳，10歳及び7歳の各群の平

均値では19歳出より大なる結果が得られた．これは

Q－1，Q－」及びQ－K：時間が年齢と共に短縮する傾向

を示したためであり，又16歳，13歳，10歳及び7歳の

各群において単一及び二重二階段試験後に小なるQ－J

／QT×100及びQ－Kl／QT×100の値が得られたのは

（40歳群及び19歳群においても同様の傾向を認めた）

QTの短縮と共に著明なQ－J及びQ－K時間の短縮

を認めた結果であろう．

第4章認括及び結論

　健康入のBCG．については既に若干の報告がな

されているが未だその詳細な報告には接してはいな

い．ここにおいて余は　Harry　Mandelbaum型の

BaUistocardiograph　を使用して7歳から63歳迄の健

康男女214例を年齢別により6群に，更に男女に別け

て若干の実験を試み，得られた値につき男女の差，成

年群（19歳群）と各群との差及び安静呼吸時値と深吸

気時，深呼気時，Masterの単「及び二重二階段試験

後信との差について推計学的に検討し次の如き成績を

得た．

　（1）214例中212例は安静呼吸時，深吸気時，深呼気

時，単一及び二重二階段試験後B・C・G・は正常であ

り，2例は安静呼吸時，深吸気時，深呼気時，単一及

び二重二階段試験後B．C．　G．が異常であった．

　（2）Starrの法により基線を引き得たのは214例中

161例（75・2％）であった．

　（3）正常波形を示した212例について較正値及びRa

については各年齢群別，男女別の平均値と棄却限界と

を，波高比及び時間比については各年齢群別，男女別

に安静呼吸時，深吸気時，深呼気時，単一及び二重二

階段試験後の各平均値及び棄却限界，同一個入におけ

る安静呼吸時値と深吸気時，深呼気時，単一及び二重

二階段試験後値との差の平均値と棄却限界とを表示し

た．

　（4）較正法はReeves法の変法を施行したが　振子

による振れの振幅／1∫　の値が40歳群の平均値は男

女共19歳群の平均値より大であった．又19歳群とその

他の各群との平均値を比較するに何れの群においても

男女共有意の差は認められなかった．更に男女の平均

値を比較するにすべての群において有意の差は認めら

れなかった．

　（5）呼吸変動Raについて二二の平均値を比較する

に性別による差及び年齢的の差は認められなかった．

　（6）HI／1J×100について男女の安静呼吸時平均値

を比較するに何れの群においても有意の差は認められ

なかった．19歳群とその他の各群との安静呼吸時平均

値を比較するに何れの群においても男女共有意の差は

認められなかった，又安静呼吸時値と深吸気時値，深

呼気時値との間には何れの群においても男女共有意の

差は認められなかった．而して安静吸気時値と単一及

び二重二階段試験半値との間には16歳，13歳，10歳及

び7歳の山群においては男女共有意の差を認め，二階

毅試験二値が小であったが40歳群及び19歳群では男女

共有意の差は認められなかった．

　（7）JK／IJ×100について男女の安静呼吸時平均値

を比較するに19歳群及び16歳群では女子の平均値が大

であったが，その他の各回では有意の差を認めること

が出来なかった．19歳群と40歳群との安静呼吸時平均

値を比較するに男女共後者の平均値が大であり，19歳

群と10歳群及び7歳群との安静呼吸時平均値を比較す

るに男女共後者の各群の平均値が小であった．而して

16歳群及び13歳群との安静呼吸時のそれは19歳群に比

して男女共有意の差は認められなかった．安静呼吸時

値と深吸気時値，深呼気時値との間には何れの群にお

いても男女共有意の差は認められなかったが，単一及

び二重二階段試験向斜との間にはすべての群において

男女共有意の差を認め後者の値が前者のそれに比して

大であった。

　（8）Q－H，Q－1，　Q－J及びQ－K時間と身長との間

にはすべての群において男女錦窯関々係は認めること

は出来なかったが，QTとの間には著明な正の相関々

係が認められた．脈搏数との間にも負の相関々係が認

【63】



64 吉 崎

められた．

　（9）Q－H／QT×100については男女の安静呼吸時平

均値を比較するにすべての群において有意の差は認め

られなかった．19歳群とその他の各群との安静呼吸時

平均値を比較するに何れの群においても男女共有意の

差を認めることが出来なかった．又安静呼吸時値と深

吸気時，深呼気時，単一及び二重二階段試験三値との

間にはすべての群において男女共有意の差は認められ

なかった．

　（10）Q－1／QT×100については男女の安静呼吸時平

均値を比較するにすべての群において有意の差は認め

られなかった．19歳群と40歳群との安静呼吸時平均値

を比較するに男女共後者の平均値が前者のそれに比し

て小であり，19歳群とその他の各面との安静呼吸時平

均値との比較においては何れの群においても男女共有

意の差は認められなかった．又安静呼吸時値と深吸気

時，深呼気時，単一及び二重二階段試験後値との間に

はすべての群において男女共有意の差は認められなか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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